
大学発の技術移転が抱える課題と解決策

～今、現場で何が起きているのか？～
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パネリスト紹介

第 2 部 パネルディスカッション

清水 初志（しみず はつし）

清水国際特許事務所所長・弁理士

1 9 8 7年東京大学大学院薬学系研究科修

士課程修了後、特許庁に入庁。1 9 9 2年

まで審査官補、審査官として、生命工

学関連技術の審査を行う。その後同大学大学院博士課

程において 1 9 9 5年に薬学博士取得。「清水国際特許事

務所」を開設し現在に至る。東京大学先端科学技術研

究センター客員教授として、C A S T I（現「東京大学

T L O」）の立ち上げを主導した。現在、多くの政府系

機関、国内外のバイオ企業の顧問を務める一方、東京

大学大学院新領域創成科学研究科、東京医科歯科大学、

名古屋大学、聖マリアンナ医科大学で客員教授を兼任。

パネリストには、国立大学法人と

私立大学のT L Oを代表する2名の他

に、大学発技術をビジネスの核と

して成長したバイオベンチャーの

社長、リードベンチャーとして大

学発ベンチャーへの投資実績のあ

るベンチャーキャピタリストを招

き、技術移転の出口戦略を見据え

た、多くの観点からの議論が活発

に行われた。例えば、失敗も含め

た体験の蓄積から出てくる創造性、

技術情報の質の担保のための体制

作りの重要性などについて、具体

例を交えて議論が交わされた。

山本 貴史 （やまもと たかふみ）

株式会社東京大学T L O
代表取締役社長

中央大学卒業後、株式会社リクルート

入社。リクルート時代は採用関係の営

業･企画、新卒採用のリクルートブックの企画課長を

行う傍ら、ベンチャー企業の研究と併せて、技術移転

のプロジェクトを立ち上げ、主に産学連携による技術

移転の事業化に関する研究をおこなう。産学連携によ

る技術移転を手がけ、ライセンス契約・コンサルティ

ング契約を成立させる。2 0 0 0年6月（株）リクルート

を退社。2 0 0 0年7月1日、株式会社先端科学技術インキ

ュベーションセンター（現株式会社東京大学T L O）代

表取締役社長就任し、現在に至る。東京大学非常勤講

師　東京理科大学客員教授　東京工科大学　客員教

授。また、大学技術移転協議会　理事、日本ライセン

ス協会（L E S）理事、日本知財学会　理事も兼任。

モデレータ
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大竹 秀彦（おおたけ ひでひこ）

M P O株式会社代表取締役社長

東京大学教養学部教養学科（国際関係

論専攻）卒、ハーバード大学ビジネス

スクールM B A取得。米国系経営コンサ

ルティング会社のベイン・アンド・カンパニー、及び、

米国系マーケティング会社のジェイ・ウォルター・ト

ンプソンにて、過去1 0年以上にわたり、製薬会社・医

療機器会社・I T企業をはじめ4 0社を越える国内外の企

業へのコンサルティングを経験。2 0 0 4年7月にM P O株

式会社を設立、代表取締役に就任し、現在に至る。

M P O株式会社は、2 0 0 5年7月に聖マリアンナ医科大学

との間で技術移転機関としての包括契約を締結し、大

学の持つ「知的財産」「専門知識」の活用支援の他、

聖マリアンナ医科大学発ベンチャーの事業化支援を行

っている。

一圓 剛（いちえん ごう）

ヒュービットジェノミクス株式会社
代表取締役社長（C E O）

1 9 8 1年エーザイ株式会社入社。エーザ

イ時代には、医薬部企画グループの循

環器領域プロダクトマネージャー、医薬品営業戦略、

商品戦略企画等を担当。その後、研開推進部、研究推

進・研究企画業務を担当。一時期にはエーザイ社内ベ

ンチャーの株式会社カン研究所に所属していた。2 0 0 0

年0 4月にヒュービットジェノミクス株式会社設立、代

表取締役就任。現在に至る。

辻野 誠司 （つじの せいじ）

日本アジア投資株式会社
名古屋支店 支店長

1 9 6 6年北海道江別市生まれ。1 9 9 1年日

本アセアン投資（現日本アジア投資）

（株）入社、1 9 9 9年札幌支店支店長、2 0 0 4年名古屋支

店長を歴任。担当した主なバイオ企業は、北海道大学

発ベンチャーのオンコレックス、名古屋大学発ベンチ

ャーのテッシュターゲッティングジャパンがある。


